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第
一
に
は
、
全
一
○
巻
で
発
刊
予
定
の

本
文
編
と
史
料
編
の
基
本
的
な
目
次
（
第

一
次
案
）
と
そ
の
執
筆
担
当
者
（
案
）
が

確
認
さ
れ
た
。
本
文
編
の
目
次
や
執
筆
者

は
、
今
後
の
史
料
収
集
の
状
況
に
よ
り
さ

ら
に
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
や
、
叙
述
内

容
は
、
大
阪
府
域
の
事
柄
に
絞
り
込
む
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
発
刊
が

先
行
す
る
史
料
編
の
基
本
構
成
は
、
古

代
・
中
世
が
編
年
と
な
る
が
、
近
世
、
近

現
代
は
、
時
期
的
↓
テ
ー
マ
別
↓
小
テ
ー

マ
別
↓
編
年
と
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。第
二
に
、
具
体
的
発
刊
予
定
と
し
て
、

史
料
編
を
一
九
八
八
年
度
よ
り
「
戦
後
編
」

↓
「
近
代
編
」
↓
「
古
代
・
中
世
」
↓
「
近

九
月
二
三
日
、
第
四
回
大
阪
の
部
落
史

企
画
委
員
会
が
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
、
こ
の
間
、
古
代
・
中
世
、
近

世
、
近
現
代
と
時
代
別
ご
と
に
開
か
れ
て

き
た
打
ち
合
わ
せ
の
意
見
を
集
約
し
、
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
基
本
方
向
が
確

認
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の

ｒ
今
後
の
基
本
方
向
、
確
認
！

認
さ
れ
た
。
》

通
り
で
あ
る
。

’
第
四
回
企
画
鬘
会
Ｉ

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
所
蔵
の
い
わ
ゆ
る

「
諸
国
記
」
に
つ
い
て
、
閲
覧
複
写
の
御

承
諾
を
、
七
月
二
八
日
に
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
以
下
の
史
料
中
の
部
落

史
関
係
の
記
述
を
見
て
い
く
作
業
を
現
在

進
め
て
い
る
。

長
御
殿
河
内
国
諸
記
安
永
七
～
文
政

一
三
（
四
冊
）
天
保
二
～
嘉
永
六

（
四
冊
）

世
」
と
発
刊
し
、
本
文
編
を
二
○
○
三
～
四

年
に
、
「
近
現
代
編
」
「
前
近
代
編
」
と
発

刊
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
点
で
、

当
面
、
近
現
代
の
史
料
収
集
に
全
力
を
あ

げ
て
い
く
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

第
三
に
、
史
料
収
集
に
か
か
わ
っ
て
は
、

各
時
代
ご
と
に
独
自
の
課
題
が
あ
る
の
で

本
願
寺
史
料
研
究
所
蔵
「
諸
国
記
。

史
料
収
集
の
動
き

長
御
殿
摂
津
国
諸
記
安
永
七
～
文
化

七
（
三
冊
）
文
化
七
～
嘉
永
六
（
一

○
冊
）

長
御
殿
和
泉
国
諸
記
安
政
八
～
嘉
永

六
（
六
冊
）

長
御
殿
大
坂
諸
記
寛
政
三
～
嘉
永
三

（
四
四
冊
）

長
御
殿
堺
諸
記
文
化
二
～
安
政
五

二
九
冊
）

長
御
殿
大
坂
堺
書
状
留
正
徳
四
～
寛

政
二
（
七
二
冊
）

留
役
所
大
坂
諸
記
弘
化
五
～
明
治
四

（
九
六
冊
）

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
収
集
に
あ
た
る

が
、
共
通
し
た
取
組
み
と
し
て
、
①
各
部

落
に
あ
る
史
料
情
報
の
集
中
、
②
各
市
町

村
史
編
纂
室
の
も
っ
て
い
る
史
料
情
報
や

議
会
事
務
局
で
保
管
し
て
い
る
議
事
録
の

情
報
の
集
中
、
③
大
阪
の
公
共
的
機
関
（
図

書
館
、
公
文
書
館
）
・
東
京
の
大
学
や
公
共

機
関
へ
の
調
査
、
に
取
組
む
と
し
た
。

こ
の
他
、
事
務
局
体
制
や
、
九
六
年
度

予
算
、
図
書
史
料
の
受
入
れ
・
管
理
、
「
大

阪
の
部
落
史
」
通
信
（
川
３
）
な
ど
に
つ

い
て
も
議
論
さ
れ
、
方
向
が
確
認
さ
れ
た
。

史

,猿■
集
,の

|動
|き
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七
月
二
二
日
、
森
田
康
夫
（
樟
蔭
東
女

子
短
大
）
さ
ん
と
辻
村
輝
夫
さ
ん
の
御
尽

力
と
、
八
尾
市
で
近
世
よ
り
明
治
前
半
頃

ま
で
膠
製
造
業
を
営
ん
で
こ
ら
れ
た
柴
屋

さ
ん
の
御
理
解
を
え
て
、
古
文
書
を
お
借

り
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
約
五
一
○
○

コ
マ
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

天
保
一
一
（
’
八
一
一
一
一
）
年
～
明
治
四
三

二
九
一
○
）
年
に
か
け
て
の
帳
面
類
（
取

引
勘
定
の
大
福
帳
な
ど
）
か
ら
は
多
種
の

膠
の
銘
柄
と
そ
の
価
格
、
数
量
、
取
引
条

件
（
定
価
よ
り
の
割
引
き
販
売
）
、
広
範
囲

に
わ
た
る
取
引
先
な
ど
が
わ
か
り
、
取
引

の
様
子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
も

留
役
所
摂
津
諸
記
天
保
二
～
明
治
四

（
八
○
冊
）

留
役
所
和
泉
諸
記
天
保
二
～
明
治
四

（
二
二
冊
）

留
役
所
河
内
諸
記
天
保
二
～
明
治
四

（
四
七
冊
）

留
役
所
堺
諸
記
弘
化
五
～
嘉
永
七

（
’
三
冊
）

留
役
所
上
方
弘
化
五
～
明
治
四
（
六

九
冊
）

諸
国
江
遺
書
状
留
寛
文
一
○
～
元
禄
四

（
｜
｜
冊
）
元
禄
五
～
安
永
七
（
三
一
一
一

冊
）

八
尾
市
柴
屋
文
書

の
で
あ
る
。

ま
た
、
約
二
○
通
の
奉
公
人
請
状
（
安

政
三
・
’
八
五
六
年
～
明
治
一
三
・
一
八

八
○
年
）
か
ら
は
、
村
内
以
外
に
府
下
の

新
堂
村
・
西
郡
村
を
は
じ
め
、
奈
良
の
小

林
村
、
大
嶋
村
、
兵
庫
の
花
田
村
と
い
っ

た
奉
公
人
の
出
身
地
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。こ
の
他
、
借
用
証
文
、
香
尊
覚
帳
、
死

去
入
用
帳
と
い
っ
た
ま
と
ま
っ
た
史
料
の

外
に
も
、
柴
屋
伊
右
衛
門
に
宛
て
た
「
火

葬
之
灰
を
田
畑
に
差
入
れ
た
件
に
関
す
る

詫
状
」
（
嘉
永
二
。
’
八
四
八
）
な
ど
も
あ

り
、
当
時
の
人
々
の
生
活
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

術蕊
鰻〃鷲《

､：露、’
JiilIlLLLliU,芒ＷＬＥｌ‘
jLVヅイハか

柴
屋
文
書
の
一
部

逵
田
良
善
さ
ん
は
、
被
差
別
部
落
・
南

王
子
村
に
生
ま
れ
、
そ
の
村
を
起
点
に
全

国
を
芸
能
遍
歴
し
、
そ
の
村
で
生
涯
を
終

え
た
。
中
世
の
賎
民
芸
説
教
の
流
れ
を
汲

む
最
後
の
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
逵
田
良
善
さ
ん
が
遣
し
た
説
教
の

台
本
は
『
親
鶯
聖
人
御
一
代
記
』
な
ど
一

○
五
冊
、
加
え
て
彼
は
一
九
一
九
（
大
正

八
）
年
か
ら
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年

ま
で
の
、
四
三
冊
に
及
ぶ
刻
明
精
細
な
日

記
を
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
民
俗

学
・
芸
能
史
・
歴
史
学
・
部
落
問
題
研
究

の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
現
在
、
和
泉
市

立
部
落
解
放
総
合
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ

て
い
る
が
、
関
係
者
の
御
了
解
を
得
て
、

部
落
解
放
研
究
所
伝
承
文
化
部
会
の
メ
ン

バ
ー
が
当
面
、
日
記
と
説
教
台
本
の
「
解

読
」
と
逵
田
良
善
さ
ん
の
関
係
者
よ
り
の

・
東
大
阪
市
史
資
料
目
録
第
１
集
（
東
大

阪
市
）

・
山
沢
家
文
書
目
録
（
補
遺
×
東
大
阪
市
）

・
箕
面
市
地
域
史
料
目
録
集
１
～
皿
（
箕

面
市
）

寄
贈
図
書

和
泉
「
逵
田
良
善
」
文
書

覧

聞
き
取
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

・
摂
津
国
島
上
郡
富
田
村
好
田
吉
有
衛
門

旧
蔵
文
書
目
録
（
高
槻
市
史
史
料
目
録

第
ｕ
号
）
（
高
槻
市
）

・
神
崎
郡
部
落
史
文
書
目
録
第
１
集
（
大

河
内
神
崎
郡
大
河
内
町
教
育
委
員
会
）

・
大
阪
府
立
岸
和
田
高
校
和
漢
書
目
録

（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文

庫
）

逵
田
良
善
さ
ん
の
日
記
の
一
部
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１
、
「
繧
厚
家
文
書
」
嶋
村
関
係
寶
料
に
つ
い
て

一
九
九
三
年
三
月
、
貝
塚
市
教
育
委
員

会
は
『
和
泉
国
南
郡
福
田
村
福
原
家
文
書

目
録
』
（
和
歌
山
大
学
藤
本
情
二
郎
監
修
）

を
刊
行
し
た
。

こ
の
文
書
群
は
和
泉
の
太
閤
検
地
に
関

連
し
た
資
料
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
昭

和
三
○
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
貝
塚
市
史
』

や
宮
川
満
氏
の
『
太
閤
検
地
論
』
等
で
既

に
歴
史
学
会
で
は
従
来
か
ら
よ
く
知
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
文
書
群
の
悉

皆
的
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て

今
回
の
目
録
刊
行
に
よ
っ
て
初
め
て
福
原

家
文
書
約
二
万
点
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な

り
、
そ
の
近
世
地
方
史
料
と
し
て
の
豊
富

さ
と
重
要
性
が
改
め
て
学
会
・
研
究
者
に

紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
こ
の
文
書
群
が
関
心
を
呼
ん

だ
の
は
、
近
代
に
「
部
落
」
と
さ
れ
た
東

地
区
の
ル
ー
ツ
、
「
嶋
村
」
（
か
わ
た
村
）

の
関
連
史
料
が
文
書
群
全
体
の
約
十
分
の

一
に
あ
た
る
二
千
点
あ
ま
り
の
量
を
占
め

て
い
た
こ
と
で
（
表
１
参
照
）
、
目
録
刊
行

「
福
原
家
文
書
」
嶋
村
関
係
資
料
に
つ
い
て
（
二

を
契
機
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
部
落
史
」

の
研
究
者
各
位
や
地
元
で
長
年
に
わ
た
っ

て
部
落
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
諸
氏
の
注
目
と
興
味
を
引
く
こ
と
と

な
っ
た
。

ひ
る
が
え
っ
て
目
録
作
成
の
前
提
と
な

る
福
原
家
文
書
調
査
が
着
手
さ
れ
た
当

初
、
文
書
群
が
貝
塚
市
教
育
委
員
会
に
借

り
受
け
ら
れ
、
予
備
調
査
が
開
始
さ
れ
た

一
九
八
八
年
八
月
前
後
に
は
、
既
に
市
教

委
文
化
財
担
当
者
や
調
査
に
参
加
し
た
関

表１分類別内訳

Ｉ（福田村鬘関係） 11,669点（５４．８％）

1１（|鳴村･関係） 2,113点（９．９％）

Ⅲ（七人庄屋格等） 988点（４．６％）

Ⅳ（福原家関係） 1,413点（6.6％）

Ｖ（近代） 155点（0.7％）

未分類 4,947点（23.2％）

総計 21,285点（100.0％）

近
藤
孝
敏
（
貝
塚
市
郷
土
資
料
室
）

※少数点以下は四捨五入したので、実数とは必ずしも合わない

西
大
学
若
手
研
究
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
文

書
群
に
大
量
の
嶋
村
関
係
文
書
が
存
在
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
（
第
一
次
調

査
）
。
そ
れ
に
引
き
続
く
翌
年
七
月
の
京
都

大
学
教
授
朝
尾
直
弘
氏
（
当
時
）
を
中
心

と
す
る
京
大
古
文
書
合
宿
で
は
、
そ
の
重

要
性
に
鑑
み
て
専
門
研
究
者
の
参
加
の
下

に
慎
重
な
調
査
・
検
討
が
行
わ
れ
た
（
第

二
次
調
査
）
。

し
か
し
、
上
記
の
調
査
が
短
期
間
に
行

わ
れ
る
合
宿
形
式
の
古
文
書
調
査
で
あ
っ

た
た
め
に
、
文
書
群
全
体
に
わ
た
る
整
理

作
業
と
は
な
り
え
ず
、
従
っ
て
古
文
書
の

保
存
と
今
後
の
活
用
を
展
望
す
る
長
期
間

の
調
査
・
整
理
を
め
ざ
し
、
以
降
、
藤
本

氏
を
責
任
者
と
す
る
若
手
研
究
者
の
チ
ー

ム
が
結
集
し
て
事
業
を
継
承
し
、
目
録
刊

行
ま
で
地
道
な
作
業
を
継
続
し
た
の
で
あ

る
（
第
三
次
調
査
）
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
福
原
家

文
書
な
か
ん
ず
く
嶋
村
関
係
史
料
を
世
に

送
り
出
す
た
め
、
い
か
に
多
く
の
研
究
者

が
関
わ
り
、
ま
た
膨
大
な
時
間
と
労
力
が

費
や
さ
れ
た
か
が
、
分
か
っ
て
い
た
だ
け

さ
て
、
こ
う
し
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た

福
原
家
文
書
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
判
明
し
た
だ
け
で
も
、
二
千
点
あ
ま
り

に
及
ぶ
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
（
し
か

も
こ
の
数
字
は
、
損
傷
な
ど
で
ひ
ら
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
を
含
め
、
約
五
千
点

の
未
分
類
文
書
を
除
い
た
も
の
な
の
で
、

実
際
に
は
二
千
五
百
点
を
上
回
る
史
料
が

嶋
村
に
関
係
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
）
。

こ
う
し
た
同
文
書
内
の
大
量
の
嶋
村
関

係
史
料
群
は
、
天
文
年
間
の
売
券
四
通
に

「
鳥
羽
森
嶋
」
「
麻
生
鴫
」
と
し
て
嶋
村
が

初
見
し
、
中
近
世
移
行
期
の
具
体
的
様
相

を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
熊
取

の
中
家
文
書
（
『
熊
取
町
史
』
史
料
編
Ｉ
。

Ⅱ
）
と
と
も
に
、
嶋
村
の
歴
史
を
解
明
す

る
重
要
な
手
が
か
り
と
い
え
よ
う
。

嶋
村
の
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
支
配
形

態
や
村
落
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
現

在
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
お
ら
れ
る
藤

本
氏
の
お
仕
事
に
お
任
せ
す
る
と
し
て

（
同
氏
『
目
録
』
解
説
、
「
畿
内
藩
領
賎
民

制
の
構
造
」
〔
『
史
学
研
究
』
二
○
五
、
’

九
九
四
年
〕
、
『
近
世
か
わ
た
村
の
政
治
形

態
ｌ
泉
州
麻
生
鴫
村
の
文
書
形
式
の
分
析

ｌ
』
〔
’
九
九
五
年
〕
な
ど
）
、
こ
こ
で
は

嶋
村
関
係
史
料
の
基
本
的
な
特
徴
。
性
格

る
よ
う
に
思
う
。

２
、
〃
嶋
村
関
係
史
料
〃
の
概
要

Ｉ（福田村関係）

1１（|嶋村関係）

111（七人庄屋格等）

1Ｖ〈福原家関係）

Ｖ〈近代）

未分類

11,669凡（〈54.8％）

2,1Z3点〈9.9％）

988点〈4.6％）

1,413点〈６６％）

155点（0.7％）

4,947点（23.2％）

総計 21,285点（100.0％）



大阪の部落史通信 (4)

に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
こ
う
。

ま
ず
年
代
的
に
見
る
と
現
在
、
表
２
の

よ
う
に
福
原
家
文
書
に
は
江
戸
初
頭
か
ら

幕
末
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
近
世
全
時
代
に
わ

た
っ
て
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

比
し
て
嶋
村
関
係
文
書
の
方
は
近
世
前
半

の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
元
禄
以
降
に

質
量
と
も
に
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
（
そ
の
点
、
あ
る
い
は
孫
左
衛
門

家
の
嶋
村
支
配
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
原

因
が
明
確
で
は
な
い
）
。

次
い
で
「
独
立
村
」
で
あ
る
嶋
村
の
文

書
が
何
故
、
隣
村
の
百
姓
村
で
あ
る
福
田

村
の
庄
屋
・
孫
左
衛
門
家
に
残
さ
れ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
岸
和
田
藩

の
領
内
か
わ
た
支
配
政
策
の
一
環
で
嶋
村

が
自
立
的
な
行
政
執
行
権
を
奪
わ
れ
、
福

田
村
庄
屋
孫
左
衛
門
の
管
理
下
に
置
か
れ

た
た
め
に
、
上
申
・
下
達
文
書
の
ほ
と
ん

表２ 年代別点数一覧（目録掲載分）

年代文書点数｜パーセント

～1620 1５ 0.1

1621～1640 011５

1641～1660 3５ 0.2

1661～1680 1４２ 0.9

1681～1700 330 2.0

1701～1720 344 2１

1721～1740 416 2.6

1741～1760 519 ３．２

1761～1780 815 5.0

1781～1800 1,569 9.6

1801～1820 1,330 8-1

た
の
で
あ
る
。
そ
の

点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
藤
本
氏
が
他
の

か
わ
た
村
の
本
郷
庄
屋
支
配
等
と
比
較
し

て
「
預
り
支
配
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
さ

れ
、
嶋
村
の
政
治
・
行
政
支
配
の
特
徴
を

具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
（
前
掲
論
文
な
ど
）
。
こ
う
し
た
行
政
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
く
文
書
の
集
積
に
よ
っ

て
、
我
々
は
嶋
村
の
か
わ
た
役
儀
（
城
中

掃
除
・
羽
綱
上
納
・
行
刑
）
負
担
か
ら
草

場
の
あ
り
方
、
年
貢
上
納
、
村
役
人
の
任

免
、
宗
旨
・
人
別
関
係
に
至
る
様
々
な
側

面
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
も
と
も
と
一
反
の
屋
敷
地

に
一
○
数
軒
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
推

定
さ
れ
る
小
集
落
の
嶋
村
の
人
口
が
、
近

世
中
頃
ま
で
徐
々
に
増
加
し
て
、
一
八
○

○
年
頃
に
は
二
○
軒
余
・
四
五
○
人
前

後
と
な
り
、
一
八
三
○
年
頃
に
は
一
七
七

軒
・
七
二
○
人
前
後
に
激
増
す
る
こ
と
が
、

1821～1840 2,025 1２．４

1841～1860 1,606 9.8

1861～ 723 4.4

年代不明 6,454 3９．５

計 1６ 338 100 ０

ど
が
孫
左
衛
門
を
介

し
て
伝
達
さ
れ
、
ま

た
起
案
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
い
る
。
従

っ
て
嶋
村
の
公
的
な

行
政
文
書
の
ほ
と
ん

ど
は
、
孫
左
衛
門
に

写
し
と
ら
れ
、
集
積

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

こ
れ
ま
で
の
史
料
の
検
討
で
判
明
し
て
い

る
。
古
く
て
な
お
現
在
も
新
し
い
問
題
を

は
ら
む
近
世
か
わ
た
人
口
増
加
と
い
う
事

実
も
、
こ
の
史
料
群
の
分
析
を
通
じ
て
新

し
い
事
例
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

え
よ
う
。

か
っ
て
一
○
数
年
前
に
刊
行
さ
れ
た

『
島
村
の
歴
史
と
生
活
豈
東
の
歴
史
を
掘

り
起
こ
す
会
編
、
一
九
八
二
年
）
が
近
世

初
頭
の
検
地
帳
や
奥
田
家
文
書
に
残
さ
れ

た
わ
ず
か
な
史
料
に
基
づ
い
て
推
定
し
て

き
た
嶋
村
の
近
世
の
様
相
を
よ
り
広
範
囲

に
か
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
既
に
『
新
修
大
阪
の

部
落
史
』
上
巻
で
も
執
筆
者
の
中
尾
健

次
．
の
び
し
ょ
う
じ
両
氏
が
取
り
上
げ
て

い
る
よ
う
に
、
福
原
家
文
書
の
可
能
性
は

な
お
さ
ら
に
大
き
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

３
、
嶋
村
関
係
史
料
の
保
存
。
公
開
。
活
用

福
原
家
文
書
は
現
在
、
所
蔵
者
の
福
原

弍
氏
の
御
協
力
に
よ
っ
て
貝
塚
市
民
図
書

館
二
階
の
郷
土
資
料
室
で
お
預
か
り
し
、

年
次
計
画
で
整
理
・
保
管
順
に
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
撮
影
を
継
続
し
な
が
ら
、
研
究

者
・
市
民
に
対
し
て
閲
覧
公
開
を
行
っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
原
本
は
、
各
史
料
を
そ
れ

ぞ
れ
中
性
紙
の
封
筒
に
入
れ
史
料
保
存
を

最
優
先
と
し
、
閲
覧
の
際
に
は
原
則
と
し

て
複
製
の
写
真
帳
を
使
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
と
く
に
要
望
の
多
い
嶋
村
関
係
史
料

は
、
別
途
『
目
録
』
の
通
し
番
号
順
に
写
真

帳
を
作
成
し
閲
覧
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。

既
に
井
上
秀
和
氏
が
本
通
信
①
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
「
各
地
区
の
部
落
史

研
究
・
東
の
歴
史
と
生
活
を
掘
り
起
こ
す

会
」
）
、
目
録
刊
行
と
文
書
公
開
に
と
も
な

っ
て
地
元
で
の
気
運
が
盛
り
上
が
り
、
長

年
地
道
な
東
の
歴
史
究
明
に
実
績
の
あ
る

「
掘
り
起
こ
し
会
」
も
再
結
成
さ
れ
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
福
原
家
文
書
に
は
岸
和
田
藩
領
内

の
他
の
か
わ
た
村
（
「
下
皮
多
三
ヶ
村
」
Ⅱ

鶴
原
・
下
瓦
屋
・
樽
井
）
支
配
に
も
関
連

し
た
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
文

書
を
利
用
し
た
部
落
の
歴
史
掘
り
起
こ
し

作
業
は
、
市
域
を
越
え
て
泉
南
地
域
に
広

が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
鶴
原
東
の
歴
史

編
集
委
員
会
の
努
力
に
よ
っ
て
編
集
が
さ

れ
た
「
鶴
原
東
の
歴
史
」
舎
鶴
原
東
の
歩

み
」
所
収
、
一
九
九
五
年
）
も
そ
の
例
の

ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

今
後
の
更
な
る
研
究
の
深
化
と
地
元
の

歴
史
掘
り
起
こ
し
運
動
が
活
発
に
展
開
さ

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
一

層
の
各
位
の
奮
闘
と
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で

の
枠
を
越
え
た
共
同
作
業
と
交
流
に
根
ざ

し
た
地
域
固
有
の
歴
史
の
解
明
が
大
き
く

前
進
す
る
こ
と
を
切
に
期
待
し
た
い
。

年代 文書点数 パーセンＩ

、,1620

1621～1640

]641～166(〕

1661～1680

1681～1700

1701～1720

1721～】740

1741～1760

1761～]780

1781～1800

1801～1820

1821～1840

1841～186(）

1861～

f1i代不明

’
０
．
，
５
２
０
４
６
９
５
９
０
Ｆ
、
６
（
ひ
４

１
３
３
４
｛
、
８
－
，
３
０
６
７
４

〈
Ｕ
ヘ
リ
ハ
リ
ハ
Ｕ
Ｏ
と
、
△
ワ
ム
ｎ
ｊ
Ｆ
Ｄ
Ｑ
Ｊ
ｎ
Ｃ
Ｏ
と
ｑ
〉
４
玉
０
》

計 1６．３３８ 10().０
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①
部
落
民
と
い
う
抽
象
的
な
人
間
は

存
在
し
な
い
。
部
落
の
労
働
者
、
農
民
、

勤
労
市
民
、
青
年
、
婦
人
、
子
供
の
無
権

利
状
態
が
日
本
の
各
階
層
の
権
利
を
弱
め

る
重
石
と
な
っ
て
お
り
、
部
落
大
衆
の
生

活
と
権
利
を
政
治
、
行
政
で
保
障
さ
せ
る

闘
い
は
、
国
民
に
憲
法
通
り
の
生
活
と
権

利
を
保
障
さ
せ
る
最
も
普
遍
的
な
闘
い
な

の
で
あ
る
。
（
七
七
頁
）

②
行
政
闘
争
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に

抽
象
的
な
部
落
民
と
い
う
も
の
は
な
く
、

◆
「
部
落
民
」
は
抽
象
的
か

運
動
史
の
研
究
が
中
央
本
部
や
大
阪
府

連
の
運
動
方
針
書
だ
け
で
さ
れ
る
時
代
は

も
う
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
そ
の

通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
新
し
い
問
題
意

識
で
方
針
書
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、
こ

れ
ま
で
読
み
飛
ば
し
て
い
た
箇
所
が
気
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

’
九
六
三
年
の
『
第
十
一
回
府
連
大
会

一
般
活
動
方
針
書
（
案
）
』
に
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

「
身
分
と
階
級
」
の
論
争
の
奥
に
あ
っ
た
も
の

ｌ
走
職
連
入
会
の
薑
襄
趣渡
辺
俊
雄
（
部
落
解
放
研
究
所
）

日
本
の
労
働
者
、
農
民
、
勤
労
市
民
、
商

工
業
者
、
青
年
、
婦
人
、
児
童
等
の
中
で

最
も
弱
い
無
権
利
な
状
態
に
置
か
れ
て
い

る
の
が
部
落
の
夫
々
の
階
層
の
人
々
で
あ

る
。
そ
し
て
夫
々
の
階
層
別
運
動
は
即
階

級
闘
争
や
革
命
運
動
で
は
な
く
て
、
各
階

層
の
日
常
利
益
を
擁
護
す
る
大
衆
運
動
で

あ
る
。
（
八
四
頁
）

・
身
分
か
階
級
か

従
来
、
水
平
社
の
時
代
を
含
め
て
部
落

問
題
の
「
本
質
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
「
身

分
と
階
級
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
め
ぐ

っ
て
な
さ
れ
て
き
た
と
理
解
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
場
合
「
身
分
」
と
は
部
落
解
放

運
動
の
独
自
の
意
義
を
認
め
る
立
場
で
あ

り
、
「
階
級
」
と
は
一
般
的
な
社
会
運
動
・

政
治
運
動
へ
の
解
消
を
基
本
と
す
る
立
場

と
、
と
り
あ
え
ず
は
整
理
で
き
よ
う
。

事
実
、
大
阪
府
連
の
議
案
書
を
見
て
も
、

運
動
方
針
は
た
え
ず
揺
れ
て
い
る
。
一
九

五
七
年
の
大
阪
府
連
第
六
回
大
会
は
、
戦

後
大
阪
の
解
放
運
動
の
歴
史
の
な
か
で
、

そ
れ
ま
で
の
同
促
協
依
存
の
運
動
を
自
己

批
判
し
、
大
衆
運
動
路
線
を
提
起
し
、
そ

の
後
の
解
放
運
動
の
発
展
を
も
た
ら
す
契

機
と
な
っ
た
。
し
か
し
運
動
方
針
全
体
の

基
調
は
、
明
ら
か
に
共
産
党
の
影
響
と
思

わ
れ
る
統
一
戦
線
、
階
級
闘
争
へ
の
解
消

論
だ
っ
た
。

例
え
ば
討
議
資
料
は
、
過
去
二
年
間
の

府
連
内
部
に
お
け
る
路
線
上
の
対
立
・
論

争
の
例
と
し
て
一
九
五
六
年
の
参
議
院
議

員
選
挙
を
上
げ
て
い
る
が
、
北
原
泰
作
が

立
候
補
し
な
が
ら
敗
北
し
た
原
因
の
最
も

主
た
る
点
と
し
て
、
「
部
落
内
部
に
齢
け
る

階
層
の
分
化
と
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
意
識

水
準
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
身
分
差
別
に
た
よ
り
切
っ
た
共
通
感

情
だ
け
で
、
部
落
民
の
中
か
ら
た
だ
一
人

の
候
補
者
で
あ
る
か
ら
、
た
の
む
と
い
っ

た
式
の
選
挙
」
に
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。ま
た
浅
香
の
地
下
鉄
車
庫
設
置
反
対
闘

争
で
は
、
一
切
の
不
利
益
な
条
件
の
根
拠

を
身
分
差
別
に
求
め
て
身
分
差
別
一
本
に

し
ぼ
っ
て
反
対
闘
争
を
闘
お
う
と
す
る

「
身
分
第
一
主
義
」
の
立
場
と
、
独
占
資

傘
身
分
の
強
調

も
っ
と
も
、
第
六
回
大
会
は
、
階
級
ば

か
り
を
強
調
し
て
解
消
論
を
唱
え
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
同
促
協
に
つ
い
て
も
「
同

促
協
自
身
、
改
善
事
業
の
実
施
面
に
対
し

て
は
殆
ん
ど
無
力
で
あ
り
、
目
的
意
識
的

に
取
り
く
ま
れ
て
い
な
い
」
と
し
、
そ
の

意
義
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
役
割
を

限
定
す
る
方
向
を
考
え
て
い
た
。

’
九
五
九
年
の
第
七
回
府
連
大
会
で

は
、
「
部
落
に
生
起
し
て
い
る
諸
々
の
現
状

要
求
は
す
べ
て
行
政
の
疎
外
に
お
か
れ
て

い
る
結
果
」
で
あ
る
と
し
て
、
差
別
行
政

の
撤
廃
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
強
調
さ
れ

た
。
’
九
六
○
年
の
第
八
回
府
連
大
会
で

も
、
行
政
闘
争
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て

い
な
い
も
の
の
住
宅
獲
得
闘
争
を
始
め
と

す
る
闘
い
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
と
く

に
教
育
闘
争
の
な
か
で
は
「
部
落
を
含
む

学
校
ほ
ど
」
と
か
「
部
落
の
子
供
は
」
「
こ

の
教
育
闘
争
が
。
・
・
府
下
六
十
四
部
落

二
十
万
兄
弟
の
闘
い
へ
と
発
展
さ
せ
な
け

で
ば
な
ら
な
い
」
と
、
解
放
運
動
と
し
て

本
の
収
奪
に
差
別
の
原
因
を
求
め
て
憲
法

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

を
守
る
権
利
擁
護
の
闘
い
と
し
て
発
展
さ

せ
る
と
い
う
立
場
の
二
つ
の
立
場
の
対
立

が
あ
り
、
後
者
の
立
場
こ
そ
肝
要
だ
と
し

て
い
る
。
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の
独
自
性
を
強
調
し
て
い
た
。

一
九
六
一
年
の
第
九
回
大
会
で
は
、
秋

に
予
定
さ
れ
て
い
た
国
策
樹
立
請
願
の
運

動
を
成
功
さ
せ
、
大
衆
的
な
組
織
を
実
現

す
る
こ
と
、
部
落
解
放
同
盟
は
身
分
組
織

で
あ
り
、
階
級
組
織
で
は
な
い
こ
と
を
強

調
し
て
い
た
。
部
落
解
放
運
動
が
、
部
落

差
別
を
克
服
す
る
独
自
の
大
衆
運
動
と
し

て
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

◆
階
級
の
強
調

府
連
大
会
の
活
動
方
針
書
を
読
む
限

り
、
一
九
六
二
年
の
第
一
○
回
府
連
大
会

以
降
は
階
級
問
題
を
強
調
す
る
路
線
へ

と
、
よ
り
露
骨
に
転
換
し
て
い
く
。

ま
ず
「
共
同
闘
争
・
統
一
戦
線
を
前
進

さ
せ
る
た
め
に
、
部
落
解
放
同
盟
の
は
た

す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
」
と
過
大
な

期
待
を
負
わ
せ
、
部
落
解
放
の
展
望
に
つ

い
て
は
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
従
属
し

た
日
本
独
占
資
本
と
そ
の
代
弁
者
で
あ
る

池
田
自
民
党
内
閣
」
（
以
上
、
第
一
○
回
府

連
大
会
）
と
の
闘
い
が
強
調
さ
れ
る
。

具
体
的
な
差
別
事
件
（
糾
弾
闘
争
）
に
つ

い
て
は
、
「
差
別
糾
弾
闘
争
は
。
：
行
政

闘
争
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
テ
コ
に
す
ぎ

な
ど
と
明
ら
か
に
軽
視
し
、
「
行
政
闘
争

こ
そ
第
一
義
的
に
重
要
で
あ
る
」
と
い
か

に
も
重
視
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
行
政
闘
争
は
「
国
民
に
憲
法

通
り
の
生
活
と
権
利
を
保
障
さ
せ
る
最
も

普
遍
的
な
闘
い
」
「
行
政
責
任
を
明
確
に

し
、
反
動
的
分
裂
政
策
を
粉
砕
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
、
部
落
差
別
と
の
闘
い
と

い
う
観
点
を
ほ
と
ん
ど
放
棄
し
て
し
ま

う
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
部
落
内

部
の
要
求
別
組
織
を
基
礎
に
し
た
運
動

を
、
部
落
内
外
を
問
わ
な
い
一
般
的
な
階

層
別
組
織
を
基
礎
に
し
た
運
動
に
発
展
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
部
落
解
放

同
盟
を
「
部
落
内
の
統
一
戦
線
組
織
」
（
以

上
、
第
二
回
府
連
大
会
）
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
具
体
的
な
方
針
は
全
国

大
会
の
方
針
に
お
い
て
も
主
流
と
な
り
つ

つ
あ
り
、
後
の
第
二
○
回
全
国
大
会
で
偏

向
と
批
判
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
方
針
の
基

礎
に
は
恐
ら
く
、
す
で
に
一
九
五
九
年
の

第
七
回
府
連
大
会
の
「
一
般
活
動
方
針
案
」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
認
識
、
す
な
わ
ち
部

落
差
別
の
二
つ
の
側
面
（
封
建
的
側
面
と

資
本
主
義
的
側
面
）
の
う
ち
戦
後
の
民
主

的
改
革
に
よ
っ
て
資
本
主
義
的
側
面
が
支

配
的
に
な
り
、
封
建
的
側
面
は
「
部
落
解

放
運
動
の
全
体
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
く

な
っ
た
。
運
動
の
力
量
を
蓄
積
し
、
発
展

さ
せ
る
原
動
力
と
し
て
の
役
割
を
失
っ
て

い
る
」
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

◆
問
わ
れ
る
部
落
観

し
か
し
、
部
落
問
題
（
部
落
差
別
）
あ

る
い
は
部
落
解
放
運
動
の
独
自
の
意
義
を

認
め
る
か
ど
う
か
は
、
ほ
ん
と
う
に
身
分

か
階
級
か
の
問
題
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
一
九
六
○
年
の
西
郡
差
別
事
件
の
方

針
に
つ
い
て
は
、
同
じ
共
産
党
の
活
動
家

の
な
か
で
、
部
落
差
別
と
の
闘
い
と
い
う

意
義
を
重
視
す
る
か
一
般
的
な
反
フ
ァ
シ

ズ
ム
統
一
戦
線
と
位
置
づ
け
る
か
で
意
見

の
分
岐
が
あ
っ
た
と
い
う
（
故
田
中
三
郎

の
聞
き
取
り
）
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
身
分

か
階
級
か
と
い
う
こ
と
で
は
説
明
で
き
な

い
よ
う
に
思
う
。

ま
た
実
際
、
今
日
の
国
民
融
合
論
は
、

身
分
や
民
主
主
義
を
強
調
し
な
が
ら
も
部

落
問
題
の
独
自
の
意
義
を
否
定
す
る
解
消

論
（
い
わ
ば
民
主
主
義
的
、
あ
る
い
は
市

民
主
義
的
解
消
論
）
で
あ
っ
た
。
と
す
れ

ば
、
部
落
問
題
の
独
自
の
意
義
を
認
め
る

か
否
定
す
る
か
は
、
身
分
か
階
級
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
す
る
従
来
の
枠
組
み
で
は

整
理
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

む
し
ろ
問
題
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ

う
な
「
部
落
民
と
い
う
抽
象
的
な
人
間
は

存
在
し
な
い
」
と
い
う
人
間
観
、
部
落
観

に
ゆ
き
つ
く
の
で
は
な
い
か
。
な
る
ほ
ど
、

部
落
の
中
は
階
級
的
に
も
階
層
的
に
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
「
部
落

民
」
と
い
う
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
あ
る
こ
と
を
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
内

容
が
か
わ
っ
て
も
無
視
し
て
は
、
そ
も
そ

も
部
落
解
放
運
動
は
成
立
し
な
い
。

い
か
に
階
級
を
強
調
し
て
も
、
部
落
民

あ
る
い
は
部
落
差
別
の
存
在
が
リ
ア
ル
に

意
識
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
自
体
は
解
消

論
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
身

分
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
、
部
落
差
別
の

現
実
を
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
、
容
易
に

解
消
論
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
あ

る
意
味
で
理
屈
と
い
う
よ
り
は
、
実
感
の

領
域
に
属
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
。

し
か
し
そ
の
違
い
は
、
決
し
て
小
さ
く

な
い
。
そ
の
微
妙
な
と
こ
ろ
が
、
今
は
問

わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
一
口
に
労
働
者

あ
る
い
は
「
国
民
」
と
い
っ
て
も
、
そ
こ

に
は
女
性
も
障
害
者
も
、
ア
イ
ヌ
民
族
も
、

あ
る
い
は
在
日
朝
鮮
人
も
外
国
人
も
、
そ

し
て
部
落
民
も
い
る
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
方
針
書
を
書

い
た
活
動
家
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
や
要

求
を
も
っ
た
多
様
な
労
働
者
が
そ
こ
に
い

る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
。
労
働
者
と

か
「
国
民
」
と
い
う
存
在
の
具
体
的
な
姿

が
見
え
て
い
な
か
っ
た
。
部
落
民
の
顔
が

見
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
見
え
て
い
な

か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
労
働
運
動

も
他
の
社
会
運
動
も
、
自
ら
が
内
包
す
る

部
落
問
題
を
十
分
意
識
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
部
落
解
放
運

動
が
独
自
に
闘
い
の
課
題
を
見
い
だ
し
て
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「 刃

き
た
。こ
れ
か
ら
の
部
落
問
題
の
解
決
の
展

望
、
あ
る
い
は
啓
発
・
教
育
の
あ
り
方
を

考
え
て
も
、
部
落
民
で
あ
る
こ
と
・
な
い

こ
と
の
違
い
や
そ
の
重
さ
を
ふ
ま
え
て
議

論
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
近
年
の
啓
発
の
現
場

で
よ
く
聞
く
議
論
、
他
の
差
別
に
は
差
別

の
根
拠
と
な
る
違
い
が
あ
る
が
部
落
差
別

に
は
な
い
、
だ
か
ら
部
落
差
別
は
特
別
で
、

な
に
よ
り
も
ま
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
す
る
議
論
に
は
、
ど
う
も
違
和

感
を
感
じ
る
。
特
別
と
い
え
ば
す
べ
て
の

差
別
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
な
の
で
あ
ろ

う
。
議
論
は
、
意
外
な
と
こ
ろ
に
飛
躍
し

て
し
ま
っ
た
が
。

各地区の部落史研究

向野地域産業と

歴史研究会

Ｌ 」

一
九
八
三
年
は
、
向
野
の
地
に
食
肉
産

業
の
根
が
下
ろ
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど

一
○
○
年
目
に
な
る
の
で
創
業
か
ら
現
在

に
至
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
’
○
○
年

史
と
し
て
編
纂
刊
行
し
よ
う
と
の
計
画

が
、
地
元
食
肉
産
業
の
指
導
的
役
割
を
負

う
人
々
と
部
落
解
放
同
盟
向
野
支
部
の
役

員
諸
氏
の
間
で
樹
立
さ
れ
た
。

こ
の
協
力
の
た
め
、
埴
生
小
学
校
、
羽

曳
野
中
学
校
の
教
員
も
加
わ
っ
た
。

こ
の
内
容
を
構
成
す
る
た
め
、
数
少
な

い
資
料
で
あ
っ
た
が
、
多
面
的
な
考
察
を

加
え
、
そ
の
歴
史
的
輪
郭
も
か
な
り
明
ら

か
と
な
っ
た
。

特
に
、
向
野
の
食
肉
産
業
を
支
え
た
食

肉
行
商
の
体
験
を
古
老
か
ら
き
き
と
り
、

肉
体
的
、
精
神
的
な
苦
難
を
乗
り
越
え
た

そ
の
強
靭
な
生
の
力
に
、
今
の
向
野
の
繁

栄
の
基
盤
が
あ
る
こ
と
に
、
新
た
な
感
動

を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
向
野
食
肉
産
業
の
一
つ
に
「
さ

い
ぼ
し
」
が
あ
る
が
、
今
も
、
家
内
工
業

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち

が
そ
れ
を
食
す
る
ま
で
の
日
々
の
苦
労
は

並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
っ

た
。

◆
沿
革
と
活
動

一
九
八
一
年
～
一
九
九
○
年

一
九
八
四
年
四
月
に
、
向
野
地
域
産
業

と
歴
史
研
究
会
を
構
成
、
事
務
局
長
に
岡

本
次
男
を
充
て
、
’
○
○
年
史
の
編
纂
を

進
め
る
核
的
役
割
を
果
た
さ
し
め
た
。

ま
た
同
時
に
、
向
野
の
歴
史
を
明
ら
か

に
し
、
人
び
と
の
生
活
と
文
化
の
変
遷
を

表
し
た
冊
子
の
編
纂
刊
行
の
役
割
も
負
う

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
一
○
○
年
史
の
研
究
を
進

め
な
が
ら
、
地
域
の
生
活
の
歴
史
的
実
態
、

ま
た
、
文
化
の
進
展
な
ど
、
資
料
の
検
討

そ
れ
は
、
原
材
料
を
輸
入
に
頼
り
、
味

つ
け
に
独
自
の
工
夫
が
な
さ
れ
、
燥
蒸
は
、

く
ぬ
ぎ
を
燃
料
と
し
て
、
深
夜
、
家
の
入

口
に
設
け
ら
れ
た
炉
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
寒
夜
、
粉
雪
が
舞
う
中
で
の

作
業
は
、
如
何
ば
か
り
辛
い
こ
と
で
あ
ろ

う
と
思
い
、
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
食
し
て

は
な
ら
な
い
と
改
め
て
悟
っ
た
の
で
あ

る
。

一
○
○
年
の
間
、
そ
し
て
今
も
続
く
食

肉
産
業
従
事
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
、
国

民
の
必
須
の
栄
養
源
を
供
給
す
る
人
々
の

誇
り
さ
え
感
じ
、
畏
敬
の
思
い
を
以
て
、

編
纂
に
従
事
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
成
果
は
、
一
九
九
○
年
、
『
向
野
食

肉
産
業
百
年
史
』
二
○
○
余
頁
）
と
題
し
、

刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
八
四
年
～
’
九
八
九
年

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
風
俗
面
で
の
掘

り
起
こ
し
を
、
主
に
、
聞
き
取
り
に
よ
っ

て
ま
と
め
て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
向
野
の
守
り
子
唄
な
ど
、
歌

っ
て
も
ら
っ
た
の
を
書
き
取
り
な
が
ら
、

ま
と
め
て
い
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
親
方
に
対
し
、
そ
の
意
識

変
革
を
迫
る
よ
う
な
辛
辣
な
も
の
、

〃
く
わ
い
顔
し
て
に
ら
ん
で
い
て
も

お
ち
て
く
だ
け
る
鬼
か
わ
ら
け
よ
〃

ま
た
、
自
ら
の
悲
し
い
運
命
を
唄
に
托

し
た
も
の
、

〃
な
ん
の
因
果
で
子
守
り
泰
公
出
た
か

家
が
貧
し
う
て
遊
ぶ
問
が
な
い
よ
〃

更
に
は
、
男
女
の
情
の
機
微
を
歌
っ
た

も
の
、

〃
む
か
し
殿
御
に
道
で
お
う
た
時
に

切
れ
た
花
緒
に
目
を
つ
け
る
よ
〃

こ
う
し
た
発
掘
に
よ
り
、
学
校
に
も
行

け
ず
、
読
み
書
き
算
盤
の
能
力
を
身
に
つ

け
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
守
り
子
達
の
心

の
瑞
々
し
さ
を
強
く
感
じ
と
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
正
に
文
学
そ
の
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
、
仕
事
、

生
活
、
文
化
、
諸
行
事
、
食
文
化
な
ど
ま

と
め
、
’
九
八
九
年
、
『
向
野
の
れ
き
し
と

せ
い
か
つ
』
二
○
○
余
頁
）
と
題
し
て
、

冊
子
と
し
て
の
刊
行
を
見
た
の
で
あ
っ

た
。
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ム
ラ
の
共
同
風
呂
は
、
寺
か
、
も
し
く

は
そ
の
近
く
に
あ
り
、
風
呂
が
沸
く
と
、

ま
ず
一
番
湯
は
寺
の
住
職
が
入
り
、
そ
の

あ
と
ム
ラ
の
人
達
が
入
っ
た
と
い
う
。
何

事
も
寺
を
中
心
に
展
開
す
る
ム
ラ
の
民
俗

生
活
を
考
え
る
と
、
こ
の
共
同
風
呂
の
も

つ
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。
実
は
戦
前

ま
で
、
ム
ラ
の
人
達
を
銭
湯
か
ら
排
斥
す

る
差
別
が
各
地
に
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
抗

措
置
と
し
て
の
ム
ラ
風
呂
が
造
ら
れ
て
き

た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。

し
か
し
、
寺
と
風
呂
と
の
結
び
つ
き
は
、

そ
の
歴
史
よ
り
も
も
っ
と
古
い
形
態
を
示

し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
元
来
、
風

し
つ

呂
は
寺
院
に
設
ら
え
ら
れ
る
宗
教
的
意
義

の
強
い
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
医
療
的
意

義
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
。
奈
良
時
代
に

う
ん
じ
つ
ゆ
や

は
す
で
に
大
寺
院
に
は
温
室
、
湯
屋
と
い

◆
今
後
の
課
題

・
向
野
に
お
け
る
未
発
掘
の
資
料
の
発
掘

・
か
く
さ
れ
て
い
た
先
人
の
偉
業
、
実
績

の
掘
り
起
こ
し

・
差
別
の
歴
史
的
事
実
の
再
記
録
と
分

析
、
さ
ら
に
解
放
に
向
け
て
の
記
録
の

翻
鶯
綴
『
繊
溌
熱
繊
一
議
》
瓢
｝
灘
》
霧
鱒
鶴
総
蟻
議
蕊
議
醗
密

ム
ラ
の
風
呂
に
生
き
る
民
俗
の
古
層

っ
た
浴
室
が
設
け
ら
れ
、
入
浴
と
い
う
行

さ
い
か
い
も
く
よ
く
み
そ

為
が
、
斎
戒
沐
浴
の
濯
ぎ
の
習
俗
に
根
ざ

し
な
が
ら
、
仏
教
的
儀
礼
と
し
て
昇
華
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鎌
倉
時
代
以
後

に
再
建
さ
れ
た
東
大
寺
、
法
隆
寺
、
興
福

寺
で
は
、
寺
院
の
財
力
と
僧
侶
の
勧
進
に

よ
っ
て
「
湯
屋
」
と
称
す
る
大
き
な
浴
室

が
建
造
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
中
世
の
禅

と
う
す

｛
不
寺
院
で
も
「
東
司
」
（
便
所
）
と
と
も
に

浴
室
が
重
視
さ
れ
、
七
堂
伽
藍
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
る
。

ム
ラ
の
共
同
風
呂
が
、
単
に
入
浴
す
る

た
め
の
場
と
し
て
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
交
換
、
あ
る
い
は
ち
ょ
っ
と
し

た
集
会
所
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
が
、

中
古
・
中
世
の
風
呂
も
多
元
的
な
機
能
を

も
っ
て
い
た
。
「
蜻
蛉
日
記
」
や
「
源
氏
物

語
」
な
ど
を
見
て
も
、
寺
詣
り
と
い
う
と
、

活
用

・
地
域
解
放
運
動
の
現
状
と
解
放
へ
の
展

輯三こ
れ
ら
の
視
点
を
踏
ま
え
て
、
で
き
れ

ば
、
第
一
集
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
の

第
二
集
を
編
纂
刊
行
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
（
事
務
局
長
・
岡
本
次
男
）
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天
皇
も
「
御
湯
殿
」
（
浴
室
）
で
神
聖
な

お
ゆ
ど
の

秘
儀
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
「
御
湯
殿

の
う
え
の
に
つ
き

上
日
記
」
で
う
か
が
え
る
が
、
プ
ロ
は
ま

さ
に
宗
教
的
神
秘
の
湯
け
む
り
の
立
つ
聖

場
で
あ
っ
た
。

ム
ラ
の
共
同
風
呂
に
お
い
て
は
、
今
な

お
宗
教
的
古
態
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
が

く
よ
う
ゆ
ほ
う
ら
く
ゆ

多
い
。
「
供
養
湯
」
「
法
楽
湯
」
な
ど
と
称

し
、
そ
の
日
一
日
ム
ラ
の
風
呂
を
七
・
八

万
円
く
ら
い
で
借
り
切
り
、
亡
き
親
の
追

善
供
養
な
ど
の
た
め
に
と
、
無
料
で
開
放

す
る
中
世
的
風
習
を
今
も
残
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

ム
ラ
の
「
法
楽
湯
」
の
源
流
は
、
お
そ

せ
よ
く

ら
く
奈
良
時
代
の
「
施
浴
」
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
施
浴
」
と
は
、

僧
侶
や
非
人
、
囚
人
ら
を
入
浴
さ
せ
る
慈

悲
行
で
、
そ
の
よ
う
な
場
に
こ
そ
、
文
殊

あ
し
ゆ
く
に
よ
ら
い

菩
薩
や
阿
閃
如
来
が
出
現
さ
れ
る
と
す
る

宗
教
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
か

で
も
光
明
皇
后
の
奈
良
法
華
寺
に
お
け
る

あ
か
す
り

「
施
浴
」
は
有
名
で
、
「
垢
摺
供
養
伝
説
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
二
世
紀

湯
屋
に
籠
も
る
の
が
楽
し
み
で
、
病
い
やゆ

疲
れ
を
癒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
湯
（
斎
）

に
よ
っ
て
心
身
と
も
に
再
生
す
る
生
命
力

が
付
与
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

実
際
、
生
理
的
感
受
性
の
強
い
昔
の
人
び

と
に
と
っ
て
は
、
湯
の
薬
効
が
は
っ
き
り

と
実
感
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

お
ゆ
ど
の

に
流
布
し
た
伝
説
で
、
皇
后
は
湯
室
を
建

て
て
、
千
人
の
施
浴
を
な
す
べ
く
、
人
び

と
の
垢
摺
り
を
行
う
が
、
最
後
の
千
人
目

に
「
癩
者
」
が
来
た
。
皇
后
は
そ
の
者
の

垢
を
摺
り
、
体
の
膿
を
自
ら
の
ロ
で
吸
い

取
っ
た
と
こ
ろ
、
「
癩
者
」
は
阿
悶
如
来
と

な
り
光
明
を
発
し
て
空
へ
上
っ
て
い
っ

た
、
と
い
う
。
最
も
輝
か
し
い
聖
な
る
存

在
の
化
身
で
あ
っ
た
と
す
る
、
伝
統
的
な

心
意
に
裏
打
ち
さ
れ
た
伝
承
が
あ
る
。

一
二
世
紀
以
後
、
大
阪
・
渡
辺
別
所
の

大
場
屋
を
は
じ
め
、
各
地
の
寺
院
・
別
所

で
、
光
明
皇
后
伝
説
を
地
で
い
く
よ
う
に
、

貴
賎
上
下
、
男
女
、
貧
富
、
浄
不
浄
の
別

な
く
、
施
浴
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ

ゆ
せ
ざ
よ
う

は
ま
た
、
「
湯
施
行
」
と
も
称
さ
れ
、
五
来

さ
ね
し
げ
さ
ぜ
ん

重
氏
が
紹
介
さ
れ
た
「
藤
原
実
重
作
善
日

記
」
（
延
応
元
年
・
’
二
三
九
奥
書
）
に
よ

る
と
編
実
重
は
、
伊
勢
、
熊
野
、
高
野
な

ど
で
し
ば
し
ば
「
千
日
湯
施
行
」
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
死
者
の
追
善

供
養
で
あ
る
。
千
日
間
、
湯
を
施
す
こ
と

が
、
死
者
の
罪
を
洗
い
流
し
後
生
を
願
う
、

ざ
ぜ
ん
ぎ
よ
う

作
善
行
で
あ
っ
た
。
墓
に
水
を
か
け
た

り
、
死
者
の
着
物
に
水
を
浴
び
せ
た
り
す

る
こ
と
と
同
じ
く
、
死
者
の
霊
魂
の
浄
化

を
願
う
心
を
、
風
呂
に
た
く
し
た
の
で
あ

る
。
寺
に
あ
る
ム
ラ
の
風
呂
と
「
法
楽
湯
」

の
習
俗
に
は
、
今
な
お
民
俗
の
古
層
が
生

き
続
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

ム
ラ
の
風
呂
に
生
き
る
民
俗
の
古
層
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